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１．研究計画の概要 
本研究は、地球上最大の巨大火成岩岩石区

(Large Igneous Province)であるオントンジ
ャワ海台の起源と形成過程を、主に地球物理
学的手法により明らかにしようとする試み
である。現在地球上に見られる巨大火成岩岩
石区の大半（巨大海台や洪水玄武岩地域を含
む）は、白亜紀初期のわずか 500 万年足らず
のきわめて短い期間に、激しい火成活動が起
こり膨大な量の地殻が生産されてできた、と
考えられている。この時代においては、地球
の熱フラックスの約半分が巨大火成岩岩石
区の火成活動によると推定され、激しい火成
活動が当時の地球環境に多大な影響をもた
らしたとされている。しかしながら、このよ
うな巨大火成岩岩石区の成因については、複
数のモデルが乱立して現在でも決着がつい
ていない状況である。オントンジャワ海台は
その規模において地球上最大の巨大火成岩
岩石区であり、また周囲が比較的単純な海洋
性リソスフェア構造であることから、巨大火
成岩岩石区の起源と形成過程を研究する上
で最適の場所である。本研究では、オントン
ジャワ海台を含む巨大火成岩岩石区および
その周辺海域の地球物理学的調査航海を実
施し、新たなデータと既存の資料を解析する
ことにより、これまで提唱されてきた複数の
巨大火成岩岩石区起源モデルのどれが最も
適しているかを検討した上で、新しい海台起
源モデルを提唱することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）オントンジャワ海台でこれまでに取得
した反射法地震探査データと掘削で得られ
た検層データを用いて海台の最上部地殻内

に見られる反射面の成因について考察した。
この反射面は、溶岩流出量が多い時に作られ
る塊状溶岩と、少ない時に作られる枕状溶岩
の互層を成因としており、この溶岩は海台の
頂上部から流れ出たものと結論付けられた。
（２）この地殻内反射面と掘削データの対比
から、海台上にそびえる環礁や過去に活動し
た熱水噴出孔の活動時期を推定したところ、
海台全体の形成時期よりもそれらが若いこ
とが推測された。 
（３）反射断面の解釈によって、オントンジ
ャワ海台から噴出した溶岩流が数百から千
km にわたって流れ、近隣の海盆に達してい
ることがわかった。これらの海盆のうち、オ
ントンジャワ海台の西側に位置するリラト
ラフにおいては活動的な変形構造があるこ
とが、地形および反射断面からわかった。 
（４）他の巨大火成岩岩石区との比較を行う
ために、マニヒキ海台で取得された岩石デー
タを解析したところ、マニヒキ海台の主たる
形成時期が遠く離れたオントンジャワ海台
とほぼ同じであること、マニヒキ海台の掘削
で得られた岩石の性質はオントンジャワ海
台のものと非常によく似ていることがわか
った。一方、複数の岩石サンプルの解析から、
マニヒキ海台の形成は複数のステージに別
れていたことも示唆された。 
（５）これらの巨大火成岩岩石区の形成が海
洋無酸素事変に関連があることが、白亜紀に
堆積したイタリアのボナレリ層を対象とし
た安定有機炭素同位体組成、および鉛同位体
組成の詳細な分析から示唆された。 
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②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
オントンジャワ海台およびその周辺の海盆
において取得された反射法地震探査デー
タ・海底地形データ・岩石データ・掘削デー
タ等を用いて、海台の成因に関して重要な構
造を見出し、そのうちいくつかこれまでに論
文として発表できている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）これまでに得られた成果を、成因モデ
ルに関する制約条件という観点からまとめ
ることで、オントンジャワ海台の成因に関す
るモデルを考察する。 
（２）予定されていた航海が確保できなかっ
たり延期になるなどしたりしたため一部デ
ータが期待通り取得できない状況になって
いるが、取得できたデータや既存のデータを
詳細に検討し活用することや、他の海台で得
られたデータを参照することでモデルの構
築に近づける。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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